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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

　関西電力㈱では現在、大阪市内への将来の電力供給力確保のため、50 万Ｖ地中送電線用シールド工事を

実施している。今回は、そのうちの「学園豊崎間管路新設工事第４工区」（以下「学豊４工区シールド」と

いう）のシールド工事で得られた、大深度かつ不飽和な地盤での各種計測データの整理・検討結果について

報告を行うものである。

２．工事概要２．工事概要２．工事概要２．工事概要

　本報が対象とする学豊４工区シールドは、

吹田市の万国博記念公園内に設けた万博立坑

を発進し、茨木市に設けた学園立坑立坑まで

の約 3.3ｋｍのシールドトンネルを建設する

ものである。本工事の特徴として、①長距離掘進である、②掘進した地

盤は不飽和な洪積土層（砂質土と粘性土の互層）である、③最大土被り

は約 60ｍと大深度である、などが挙げられる。なお、掘進は平成 12年

7月に完了している。

　工事位置を図－１に、シールドルート縦断面を図－２に、工事概要と

掘進経過を表－１に、地盤概要を表－２に示す。

　本工事は、外径φ5.75ｍの泥水加圧式シールドマシンを使用して掘進

を行い、マシン搭載装備推力／設計最大掘進推力は約 30,000ｋＮ／約

12,000ｋＮと約 2.5倍の安全率をもって設計・製作されている。また、

掘進地盤は洪積層過圧密地盤であり、諸値は表－２のとおりである。
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表－１　工事の概要と経過

表－２　地盤概要表

図－１　工事位置図 図－２　学豊４工区シールドルート縦断図
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マシン外径 5,750mm 設計最大掘進推力 約12,000ｋＮ
マシン長 7,055mm 搭載装備推力 約30,000ｋＮ

スキンプレート長 6,725mm シールド工法 泥水加圧式
発進（万博立坑） H10.9 到達（学園立坑） H12.7
最深部掘進 H12.3
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３．掘進管理結果について３．掘進管理結果について３．掘進管理結果について３．掘進管理結果について

　図－３に掘進時の切羽水圧、総推力、カッタト

ルク、ジャッキスピード、マシン制御、乾砂量／

掘削量、平面・縦断線形について示す。

　本図より以下の点が着目される。

①切羽水圧は概ね 130ｋＮ／ｍ２程度で安定して

　いるが、2100リング付近で大幅な水圧上昇が

　見られる。この箇所は土被り 50ｍ以上の砂質

　土層であり、滞水層があったと思われる。

②設計推力に対して最大推力は約 2.4倍、平均推

　力も約 1.4倍と、当初設計を上回る推力が必要

　であった。これは推力設計に加味されない抵抗

　が実施工時には作用している等の要因が考えら

　れるが明らかでない。

③カッタトルクは概ね常用トルク内に収まってい

　る。これはカッタモーターの発熱抑制を目的に

　常用トルク値を上限に運転を行ったためである。

④ジャッキスピードは変動幅が大きい結果となっ

　た。これは、排泥密度が大きく流体輸送ポンプ

　の負荷が大きいあるいは地山が堅固でカッタト

　ルクが大きくなる場合にはジャッキスピードを

　遅くする等、他設備と調整を図りつつ掘進を行

　ったことによるものである。

⑤ピッチングは縦断線形に同期しており、ローリ

　ングは安定している。

４．考察４．考察４．考察４．考察

　当社で実施した他工事で飽和地盤を掘進した結

果では、切羽水圧と総推力に密接な比例相関があ

ることが確認されている。今回、一部滞水層を含

む不飽和地盤を掘進した本掘進結果から切羽水圧

と総推力の相関について検討を行った。図－４は、

本工事における両者の関係を不飽和区間と滞水区

間に区分して示したものである。本図より、不飽

和区間では両者の相関が低い（R=0.117）ことが

わかる。

　推力設計値に占める切羽水圧（切羽前面抵抗）

の割合が飽和地盤で大きく不飽和地盤では小さいこ

とから、「飽和地盤と比較して、不飽和地盤においては切羽水圧と総推力の相関が低くなる」傾向にあると

予想される。本計測結果は、その傾向と一致しているといえる。

５．おわりに５．おわりに５．おわりに５．おわりに

　2001 年 4 月に「大深度地下の公共的使用に関する特別措置法」が施行され、大深度・長距離シールド工

は益々増加することが予想される。本データが今後のシールド技術の発展に寄与できれば幸いである。

図－３　セグメントリング毎の推力関係データ図
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図－４　本工事における切羽水圧と総推力の関係
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